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【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｍ   3/00     (2006.01)
   Ｇ０６Ｆ  13/00     (2006.01)
   Ｈ０４Ｗ  40/34     (2009.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｍ   3/00    　　　Ｂ
   Ｇ０６Ｆ  13/00    ３５３Ａ
   Ｈ０４Ｌ  12/56    １００Ｄ

【手続補正書】
【提出日】平成22年9月3日(2010.9.3)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ネットワーク環境（１００）に配置されたネットワークノード（３０８）によって呼を
ルーティングする方法であって、該ネットワーク環境（１００）は、回路交換（ＣＳ）ネ
ットワークとインターネットプロトコル（ＩＰ）マルチメディアサブシステム（ＩＭＳ）
ネットワーク（１１２）とを含み、
　該方法は、
　呼をセットアップするためのメッセージ（３１２，４０４）を受信することと、
　呼をセットアップするために、ＩＰマルチメディアルーティング番号（ＩＭＲＮ）を生
成することと、
　該ＩＭＲＮを、ユーザ機器（ＵＥ）装置（３０２）および移動通信交換局（ＭＳＣ）（
３０４）のうちの少なくとも１つに送ることと、
　該ＩＭＲＮを含む続きのメッセージ（３２０，４２０）を受信することと、
　該ＩＭＲＮにマッピングする最初の被呼番号を用いて該呼をセットアップすることであ
って、該呼をセットアップすることは、該ＩＭＳによって発呼者ＩＤを挿入することを含
む、ことと
　を含む、方法。
【請求項２】
　前記ネットワークノード（３０８）は、ＣＣＣＦ（ｃａｌｌ　ｃｏｎｔｉｎｕｉｔｙ　
ｃｏｎｔｒｏｌ　ｆｕｎｃｔｉｏｎ）部分を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項３】
　前記続きのメッセージ（３２０，４２０）は、ＳＩＰ　ＩＮＶＩＴＥメッセージである
、請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記呼は、前記ＣＳネットワーク内のユーザ機器（ＵＥ）装置（３０２）によって発せ
られる、請求項１に記載の方法。



(2) JP 2007-189685 A5 2010.10.21

【請求項５】
　前記ＵＥ装置（３０２）は、ＣＳドメインおよびＩＭＳドメインの機能モードにおいて
動作するように構成されている、請求項４に記載の方法。
【請求項６】
　前記続きのメッセージ（３２０，４２０）は、前記呼が、連続呼を必要とし得るので、
前記ネットワークノード（３０８）にルーティングされる、請求項１に記載の方法。
【請求項７】
　前記続きのメッセージ（３２０，４２０）が発呼者ＩＤを含まない決定がされたときに
、前記発呼者ＩＤが挿入される、請求項１に記載の方法。
【請求項８】
　前記呼をセットアップすることは、プライバシーオプションを挿入することをさらに含
む、請求項７に記載の方法。
【請求項９】
　前記ＩＭＲＮは、前記ネットワークノード（３０８）によって割り当てられる、請求項
１に記載の方法。
【請求項１０】
　前記ＩＭＲＮは、動的に割り当てられる、請求項１に記載の方法。
【請求項１１】
　前記ＩＭＲＮを後での使用のためにＩＭＲＮのプールへ解放したときに、該ＩＭＲＮを
隔離することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１２】
　前記ＩＭＲＮは、Ｅ．１６４番号を含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１３】
　前記続きのメッセージ（３２０，４２０）において受信された前記ＩＭＲＮが有効であ
ると確認することをさらに含む、請求項１に記載の方法。
【請求項１４】
　前記ＩＭＲＮは、番号のプールからＥ．１６４番号を選択することによって生成される
、請求項１に記載の方法。
【請求項１５】
　回路交換（ＣＳ）ネットワークとインターネットプロトコル（ＩＰ）マルチメディアサ
ブシステム（ＩＭＳ）ネットワーク（１１２）とを含むネットワーク環境（１００）にお
いて呼のルーティングを促進するように構成されたネットワークノード（３０８）であっ
て、該ネットワークノード（３０８）は、
　呼をセットアップすることに関する受信されたメッセージ（３１２，４０４）を処理す
るように構成された構成要素と、
　該呼のセットアップのためにＩＰマルチメディアルーティング番号（ＩＭＲＮ）（１２
６）を生成するように構成された構成要素と、
　該ＩＭＲＮをユーザ機器（ＵＥ）装置（３０２）および移動通信交換局（ＭＳＣ）（３
０４）のうちの少なくとも１つに送るように構成された構成要素と、
　該ＩＭＲＮを含む続きのメッセージ（３２０，４２０）を受信することと、処理するこ
ととを行うように構成された構成要素と、
　該ＩＭＲＮにマッピングする最初の被呼番号を用いて、該呼をセットアップするように
構成された構成要素であって、該呼のセットアップは、該ＩＭＳによって発呼者ＩＤを挿
入することを含む、構成要素と
　を含む、ネットワークノード（３０８）。
【請求項１６】
　前記続きのメッセージ（３２０，４２０）は、ＳＩＰ　ＩＮＶＩＴＥメッセージである
、請求項１５に記載のネットワークノード（３０８）。
【請求項１７】
　前記呼は、前記ＣＳネットワーク内のユーザ機器（ＵＥ）装置（３０２）によって発せ
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られる、請求項１５に記載のネットワークノード（３０８）。
【請求項１８】
　前記ＵＥ装置（３０２）は、ＣＳドメインおよびＩＭＳドメインの機能モードにおいて
動作するように構成されている、請求項１５に記載のネットワークノード（３０８）。
【請求項１９】
　前記続きのメッセージ（３２０，４２０）が発呼者ＩＤを含まない決定がされたときに
、前記発呼者ＩＤが挿入される、請求項１５に記載のネットワークノード（３０８）。
【請求項２０】
　前記呼をセットアップすることは、プライバシーオプションを挿入することをさらに含
む、請求項１９に記載のネットワークノード（３０８）。
【請求項２１】
　前記ＩＭＲＮは、動的に割り当てられる、請求項１５に記載のネットワークノード（３
０８）。
【請求項２２】
　前記ＩＭＲＮを後での使用のためにＩＭＲＮのプールへ解放したときに、該ＩＭＲＮを
隔離するように構成された構成要素をさらに含む、請求項１５に記載のネットワークノー
ド（３０８）。
【請求項２３】
　前記ＩＭＲＮは、Ｅ．１６４番号を含む、請求項１５に記載のネットワークノード（３
０８）。
【請求項２４】
　前記続きのメッセージ（３２０，４２０）において受信された前記ＩＭＲＮが有効であ
ると確認するように構成された構成要素をさらに含む、請求項１５に記載のネットワーク
ノード（３０８）。
【請求項２５】
　前記ＩＭＲＮは、番号のプールからＥ．１６４番号を選択することによって生成される
、請求項１５に記載のネットワークノード（３０８）。
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